
 

１． 研究目的 

本研究の目的は，対角化可能な実定係数のm 次元非

斉次線型常微分方程式の初期値問題 
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に対応したプログラムを，フリーの数値計算ソフト

Scilab を用いて直接計算するスクリプトとして実装

することである。解析解を直接計算する方法として，

行列の対角化を用いる解法とラグランジュ・シルベス

ター補間公式を用いる解法があるので，それぞれに対

応したものを作成し，計算精度と計算時間を計測して

比較検討を行う。 

 

２．線型常微分方程式の解析解計算法 

 

○対角化を用いる方法 

今回は行列A は対角行列に対角化可能なものに

限定しているので 
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と表現できる。ここで i は行列A の固有値である。

この対角化行列T を用いて解析解を 
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と計算する。 

 

○ラグランジュ・シルベスター補間公式を用いる方法 

行列Aのすべての固有値が異なる場合，行列指数関

数 )exp(tA は，射影行列 iP   
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を用いて表現できるので，解析解は 
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として計算できる。 

 

３．Scilabスクリプトの実装と計算実験結果 

 以上二つの解析解計算法を用いた Scilab スクリプ

トを作成し，2, 3次元の例題を解いて計算結果と計算

時間を比較した。その結果，それぞれのスクリプトは

例題の解析解と同じ値を求めることが確認でき，これ

らの解析解計算法スクリプトは間違っていないことが

確認できた。 

積分区間を広げて計算時間の比較を行ったところ，

2,3 次元どちらにおいても対角化を用いる解法の方が

計算時間が2倍ほど速いことが判明した。 

積分区間t の値を1から 100 まで伸ばしても値はど

ちらのスクリプトでも同じものが得られることは確認

済みである。しかし，t の値を 300 まで伸ばしたとこ

ろ，ラグランジュ・シルベスターの補間公式を用いた

スクリプトは正しい値を示さなくなってしまった。 

従って，計算精度・時間のどちらにおいても対角化

を用いた計算法が優れていることが分かった。 

 

４．今後の課題 

Scilabスクリプトの文法理解が及ばず，2，3次元線

型常微分方程式の解析解計算に対応したスクリプトし

か作成できなかった。今後の課題は任意次元の問題に

対応したスクリプトを作成し，その有効性を確認する

ことである。 
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